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　女川町で活躍する方に話題提供していただ

き、多様な分野のまちづくりについて語り合

います。

①まちカフェの仕掛けづくり

９月11日
●参加者：４名

●場　所：復興まちづくり情報交流館

　コミュニティカフェ開設講座などの講師経

験のある工藤さんから、話題を提供していた

だきました。

　今後のまちカフェ

や住民参加について、

“もっと多くの方に

来てもらう仕掛け”

や“女川に芦屋（兵庫

県）のような住宅地をつくるにはどうしたら

よいか”など、語り合いました。
　　　

②アートがテーマのまちづくり

10月２日
●参加者：９名

●場　所：復興まちづくり情報交流館

●話題提供：梶原千恵さん

（石巻市立門脇中学校美術教諭）

　梶原さんからは、１年前に女川町でカナダの

アーティストと一緒に取り組んだ「Artist in 

Residence」で制作された、映像作品を紹介し

ていただきました。

　参加者から、作品に対する率直な感想など

を聞きながら、“町民参加で作品を作成し展

示できるとよい”“複

数箇所にアートを展

示し町を歩けるよう

に し た い”な ど、

アートを活用したア

イデアがたくさん生

まれました。

　大学やNPOなどとコラボして、女川町のま

ちづくりを語り合ったり、企画会議を開催し

ます。

①東京国際大学×まちカフェ

９月18日
●テーマ：コミュニティと地域活性化

●参加者：11名

●場　所：復興まちづくり情報交流館

　「コミュニティ形成」について参加者と学生

で熱い議論をしました。また、女川町での被

災経験から、“人生にとって何が大事か”、

“これからのまちづく

りには「自分のまち」

という意識をもって

取り組むことが重要”

など、深い意見交換

を行いました。
　　　

②向学館×まちカフェ

９月29日
●テーマ：子どもワークショップ企画

●参加者：6名

●場　所：旧女川一小

　第１回企画会議（８月25日）を踏まえ、第

２回企画会議を開催しました。

　“今の小学生は、震災前の女川町で遊んだ

記憶がない子もいるのでは？”という意見か

ら、大人や中学生から、昔どんな遊びをした

かを紹介しながら、「将来の遊び場について

考えよう」という企画の集約をしました。ま

た、ワークショップでは、みんなで体を動か

しながら遊びを考える内容も盛り込むことに

なりました。
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“まちカフェ”シリーズ企画を充実！
　“まちカフェ”は、町民のみなさんの対話の場として、毎週木曜日に開催しています。９月

からは“まちの先生”シリーズや“コラボ”シリーズなど、町民のみなさんがまちづくりに興味

をもって参加していただける内容を企画し、情報交流館を拠点として開催しています。

“コラボ”シリーズ“コラボ”シリーズ“まちの先生”シリーズ“まちの先生”シリーズ

　これらのシリーズ企画以外にも、「夏
の特別講座」などでこれまでにみなさ
んから出されたテーマを深めるため
の場を設けています。 
　お気軽にお立ち寄りください。 
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まち活メールにご登録を！
　まち活では、講演会、実践講座、まちカフェ、まち歩きなどのイベントを随時開催していきます。
メール登録していただけば、いろんな情報をリアルタイムで配信します。メールの件名に「まち活
メール登録」、本文に「氏名、年齢、性別、職業（所属先）」をご入力のうえ、
fukko7@town.onagawa.miyagi.jp までご送信ください。

◆問合せ先　女川町まちづくり推進協議会／ワーキンググループ事務局

　役場復興推進課復興調整係　�54-3131内線239 
◆まち活Facebook　https://www.facebook.com/machikatsuonagawa

　９月21日のさんま収獲祭で、絆Friendsによる子ども向けフェイスペインティング、タ

トゥーシールとあわせて、子どもたちに好きな遊びや遊びたい場所を考えてもらう“まちカ

フェ”ブースを出店し、100名以上のこどもたちが訪

れました。

　「女川町でどんな遊びがしたい？」パネルで好きな

遊びを選んでパネルにシールを貼り、「女川町のど

こで遊びたい？」パネルの遊びたい場所に旗を立て

てもらいました。結果は以下のとおりです。

【まち活講演会】

●右手に志、左手に算盤 ～超民間企業によるまちづくり～
◆講師　岡崎正信氏（オガールプラザ株式会社代表取締役）

◆日時　11月11日（火）午後６時～７時30分

◆場所　役場２階第２会議室

町では現在、民間との連携により立ち上がったまちづくり会社とともに、新たなまちの顔となる駅前商業
エリアを核としたコンパクトでにぎわい溢れる中心市街地の形成に取り組んでいます。その計画段階から、
町と町民有志が公民連携によるまちづくりの手法を学んできた岩手県紫波町「オガールプロジェクト」。そ
の中心人物である岡崎氏をお招きし、公民連携まちづくりの考え方や先進的な取り組み、まちづくりにお
ける住民の関わり方についてご講演いただきます。みなさんのご参加をお待ちしています。

【ワークショップ・タウンウォッチング企画】

●将来の遊び場づくりワークショップ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（第２回）

◆日時　11月16日（日）　午前9時30分～正午

◆場所　勤労青少年センター　和室

さんま収獲祭に出張まちカフェを出店しました！
まちカフェ×絆フレンズ コラボ企画「みんなの遊び場づくり」

好きな遊び（上位5位）
①水あそび（川・海） 26票
②お魚つり 16票
③遊具あそび 15票
④お絵かき 13票
⑤かけっこ 12票

遊びたい場所（上位5位）
①海 29票
②学校 20票
③公園 16票
④川 14票
⑤山 10票

≪11月下旬開催予定≫

●おながわ散歩＠記憶の街（まち歩き企画）
◆ナビゲーター　鈴木真弓氏（写真家、おながわ散歩管理人）

◆協力　神戸大学「失われた街」模型復元プロジェクト

実行委員会
　※詳細はメール配信等でお知らせします。

11月も“ま
ち活”

企画が満載～
！


	名称未設定



